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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月1日(2021.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合可能で
ある、場合によって単離された、抗体または抗原結合断片であって、
ここにおいて、ＭＨＣクラスＩ分子が、ＨＬＡ－Ａ＊２４アレルによってコードされるＭ
ＨＣクラスＩ　α鎖を含む、前記抗体または抗原結合断片。
【請求項２】
ｐ５３のペプチドが、配列番号７５のアミノ酸配列、あるいは該アミノ酸配列中に１つま
たは２つまたは３つのアミノ酸置換を有するその変異体、を含むか、または、からなる、
請求項１の抗体または抗原結合断片。
【請求項３】
アミノ酸配列ｉ）～ｖｉ）：

【化１】

あるいは配列ｉ）～ｖｉ）の１つまたはそれより多くにおいて、１つまたは２つまたは３
つのアミノ酸が別のアミノ酸で置換されているその変異体；
式中、Ｘ１＝ＴまたはＡ、Ｘ２＝ＳまたはＹ、Ｘ３＝ＡまたはＤ、Ｘ４＝ＧまたはＤ、Ｘ

５＝ＤまたはＥ、Ｘ６＝ＶまたはＴ、Ｘ７＝ＨまたはＮ、Ｘ８＝ＮまたはＴ、Ｘ９＝Ｎま
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たはＳ、Ｘ１０＝非存在またはＤ、Ｘ１１＝ＡまたはＴ、Ｘ１２＝ＳまたはＡ、Ｘ１３＝
ＧまたはＤ、Ｘ１４＝ＭまたはＩ、Ｘ１５＝ＳまたはＴ、Ｘ１６＝ＩまたはＭ、Ｘ１７＝
ＮまたはＳ、Ｘ１８＝ＮまたはＤ、Ｘ１９＝ＡまたはＧ、Ｘ２０＝ＧまたはＡ、Ｘ２１＝
ＮまたはＹ、Ｘ２２＝ＡまたはＳ、Ｘ２３＝ＦまたはＹ、およびＸ２４＝ＨまたはＹであ
る
を含む、請求項１または請求項２記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項４】
ＬＣ－ＣＤＲ１が、ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＤＹＥＴＨ（配列番号１７）、ＡＧＳＹＳＮＩＧ
ＤＤＹＥＴＨ（配列番号２０）、ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＨ（配列番号２４）、ＴＧ
ＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＮ（配列番号２７）、ＴＧＴＳＳＤＶＧＧＹＮＹＶＳ（配列番号
２９）またはＲＡＳＱＳＩＧＴＤＬＡ（配列番号２１）の１つである；並びに／あるいは
、
ＬＣ－ＣＤＲ２が、ＧＮＴＮＲＰＳ（配列番号１８）、ＧＮＮＮＲＰＳ（配列番号２５）
、ＤＡＳＮＲＡＴ（配列番号２２）またはＤＶＳＳＲＰＳ（配列番号３０）の１つである
；並びに／あるいは、
ＬＣ－ＣＤＲ３が、ＱＳＹＤＳＮＬＳＡＷＶ（配列番号１９）、ＱＳＹＤＳＮＬＳＤＴＷ
Ｖ（配列番号２６）、ＱＳＹＤＳＳＬＳＡＷＶ（配列番号２８）、ＱＱＲＳＮＷＰＰＴ（
配列番号２３）またはＳＳＹＴＶＦＳＴＬＶ（配列番号３１）の１つである、
請求項３記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項５】
ＨＣ－ＣＤＲ１が、ＳＧＧＹＹＷＳ（配列番号３２）、ＳＧＧＹＹＷＡ（配列番号３５）
、ＳＧＧＹＹＷＳ（配列番号４０）、ＧＹＹＭＨ（配列番号３７）、またはＤＹＹＩＨ（
配列番号４３）の１つである；並びに／あるいは、
ＨＣ－ＣＤＲ２が、ＹＩＹＹＳＧＳＴＹＹＮＰＳＬＫＳ（配列番号３３）、ＹＩＹＹＳＧ
ＴＴＹＹＮＰＳＬＫＳ（配列番号４１）、ＷＩＮＰＮＳＡＧＴＮＹＡＱＫＦＱＧ（配列番
号３８）またはＷＭＳＰＤＳＧＡＴＹＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号４４）の１つである、；
並びに／あるいは、
ＨＣ－ＣＤＲ３が、ＥＮＦＧＡＦＤＨ（配列番号３４）、ＥＮＦＧＳＹＤＹ（配列番号３
６）、ＥＧＡＤＧＩＹＹＦＤＹ（配列番号３９）、またはＤＴＹＧＨＤＹ（配列番号４５
）の１つである、
請求項３または請求項４記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項６】
以下のＣＤＲ：
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【化２】

を取り込む少なくとも１つの軽鎖可変領域を有する、請求項１～５のいずれか一項記載の
抗体または抗原結合断片。
【請求項７】
以下のＣＤＲ：
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【化３】

を取り込む少なくとも１つの重鎖可変領域を有する、請求項１～６のいずれか一項記載の
抗体または抗原結合断片。
【請求項８】
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合可能で
あり、軽鎖および重鎖可変領域配列を含む、場合によって単離された、抗体または抗原結
合断片であって、ここにおいて、軽鎖可変領域および重鎖可変領域が、下記の（ａ）また
は（ｂ）から選択される：
（ａ）軽鎖が、ＬＣ－ＣＤＲ１：Ｘ１ＧＳＸ２ＳＮＩＧＸ３Ｘ４ＹＸ５Ｘ６Ｘ７（配列番
号４６）、ＴＧＴＳＳＤＶＧＧＹＮＹＶＳ（配列番号２９）またはＲＡＳＱＳＩＧＴＤＬ
Ａ（配列番号２１）の１つ；　ＬＣ－ＣＤＲ２：ＧＮＸ８ＮＲＰＳ（配列番号４７）、Ｄ
ＡＳＮＲＡＴ（配列番号２２）またはＤＶＳＳＲＰＳ（配列番号３０）の１つ；　ＬＣ－
ＣＤＲ３：ＱＳＹＤＳＸ９ＬＳＸ１０Ｘ１１ＷＶ（配列番号４８）、ＱＱＲＳＮＷＰＰＴ
（配列番号２３）またはＳＳＹＴＶＦＳＴＬＶ（配列番号３１）の１つ、に少なくとも８
５％の全体の配列同一性を有する、ＬＣ－ＣＤＲ１、ＬＣ－ＣＤＲ２、ＬＣ－ＣＤＲ３を
含み；そして
重鎖が、ＨＣ－ＣＤＲ１：ＳＧＧＹＹＷＸ１２（配列番号４９）またはＸ１３ＹＹＸ１４

Ｈ（配列番号５０）の１つ；　ＨＣ－ＣＤＲ２：ＹＩＹＹＳＧＸ１５ＴＹＹＮＰＳＬＫＳ
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（配列番号５１）またはＷＸ１６Ｘ１７ＰＸ１８ＳＸ１９Ｘ２０ＴＸ２ＹＡＱＫＦＱＧ（
配列番号５２）の１つ；　ＨＣ－ＣＤＲ２：ＥＮＦＧＸ２２Ｘ２３ＤＸ２４（配列番号５
３）、ＥＧＡＤＧＩＹＹＦＤＹ（配列番号３９）またはＤＴＹＧＨＤＹ（配列番号４５）
の１つ、に少なくとも８５％の全体の配列同一性を有する、ＨＣ－ＣＤＲ１、ＨＣ－ＣＤ
Ｒ２、ＨＣ－ＣＤＲ３を含む；
式中、Ｘ１＝ＴまたはＡ、Ｘ２＝ＳまたはＹ、Ｘ３＝ＡまたはＤ、Ｘ４＝ＧまたはＤ、Ｘ

５＝ＤまたはＥ、Ｘ６＝ＶまたはＴ、Ｘ７＝ＨまたはＮ、Ｘ８＝ＮまたはＴ、Ｘ９＝Ｎま
たはＳ、Ｘ１０＝非存在またはＤ、Ｘ１１＝ＡまたはＴ、Ｘ１２＝ＳまたはＡ、Ｘ１３＝
ＧまたはＤ、Ｘ１４＝ＭまたはＩ、Ｘ１５＝ＳまたはＴ、Ｘ１６＝ＩまたはＭ、Ｘ１７＝
ＮまたはＳ、Ｘ１８＝ＮまたはＤ、Ｘ１９＝ＡまたはＧ、Ｘ２０＝ＧまたはＡ、Ｘ２１＝
ＮまたはＹ、Ｘ２２＝ＡまたはＳ、Ｘ２３＝ＦまたはＹ、およびＸ２４＝ＨまたはＹであ
る；あるいは、
（ｂ）軽鎖配列が、配列番号１～７の１つの軽鎖配列に少なくとも８５％の配列同一性を
有し、そして、
重鎖配列が、配列番号８～１６の１つの重鎖配列に少なくとも８５％の配列同一性を有す
る、
前記抗体または抗原結合断片。
【請求項９】
前記抗体または抗原結合断片が、
（ｉ）ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体を含む
かまたは発現する細胞に対する、抗体依存性細胞仲介性細胞傷害性（ＡＤＣＣ）を示す；
並びに／あるいは
（ｉｉ）ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体を含
むかまたは発現する細胞によって内在化される、
請求項１～８のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項１０】
前記抗体または抗原結合断片が、
（ｉ）完全ヒト抗体または完全ヒト抗体断片である、；並びに／あるいは
（ｉｉ）薬剤部分または検出可能部分にコンジュゲート化されている、
請求項１～９のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項１１】
ペプチド－ＭＨＣ複合体以外のターゲットに特異的な抗体または抗原結合断片をさらに含
む、所望により、ここにおいて、ペプチド－ＭＨＣ複合体以外のターゲットが、免疫細胞
表面分子である、請求項１～１０のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
【請求項１２】
請求項１～１１のいずれか一項記載の抗原結合断片を含む、キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）
。
【請求項１３】
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合してい
る、請求項１～１２のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲを含む、場合
によって単離された、ｉｎ　ｖｉｔｒｏ複合体。
【請求項１４】
請求項１～１２のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲ、および少なくと
も１つの薬学的に許容されうるキャリアーを含む、組成物。
【請求項１５】
請求項１～１２のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲをコードする、単
離核酸。
【請求項１６】
請求項１５の核酸を含む、ベクター。
【請求項１７】
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請求項１５記載の核酸または請求項１６記載のベクターを含む、細胞。
【請求項１８】
請求項１～１２のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲを作製するための
方法であって、抗体または抗原結合断片またはＣＡＲの発現に適した条件下で、請求項１
７の細胞を培養する工程を含む、前記方法。
【請求項１９】
癌の治療または予防のための薬剤製造における、請求項１～１２または１４～１７のいず
れか一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベクターまたは細胞の使用
。
【請求項２０】
癌を治療するかまたは予防することが：
（ａ）被験体から少なくとも１つの細胞を単離し；
（ｂ）請求項１～１２または１５～１７のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡ
Ｒ、核酸またはベクターを発現するかまたは含むように、少なくとも１つの細胞を修飾し
、そして；
（ｃ）被験体に、修飾した少なくとも１つの細胞を投与する
工程を含む、請求項１９記載の使用。
【請求項２１】
請求項１～１２または１４～１７のいずれか一項記載の抗体、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベ
クターまたは細胞のあらかじめ決定した量を含む、部分のキット。
【請求項２２】
被験体における疾患または状態の診断の基礎を提供する方法であって、ペプチド－ＭＨＣ
複合体を含有するかまたは含有すると推定される試料を、請求項１～１２のいずれか一項
記載の抗体または抗原結合断片とｉｎ　ｖｉｔｒｏで接触させ、そして抗体または抗原結
合断片およびペプチド－ＭＨＣ複合体の複合体の形成を検出する工程を含む、前記方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
本明細書および付随する請求項において、単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」に
は、背景が明らかに別であると示さない限り、複数の指示対象が含まれることに留意しな
ければならない。範囲は、本明細書において、「約」１つの特定の値から、そして／また
は「約」別の特定の値までとして表されてもよい。こうした範囲を示した場合、別の態様
には、１つの特定の値から、そして／または他の特定の値までが含まれる。同様に、値を
近似値で表した場合、先行する「約」を使用することによって、特定の値が別の態様を形
成することが理解されるであろう。
非限定的に、本発明は以下の態様を含む。
［態様１］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合可能で
ある、場合によって単離された、抗体または抗原結合断片。
［態様２］
ＭＨＣクラスＩ分子が、ＨＬＡ－Ａ＊２４アレルによってコードされるＭＨＣクラスＩ　
α鎖を含む、態様１記載の抗体または抗原結合断片。
［態様３］
ｐ５３のペプチドが、配列番号７５のアミノ酸配列、あるいは該アミノ酸配列中に１つま
たは２つまたは３つのアミノ酸置換を有するその変異体、を含むか、または、からなる、
態様１または態様２記載の抗体または抗原結合断片。
［態様４］
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アミノ酸配列ｉ）～ｖｉ）：
【化１】

あるいは配列ｉ）～ｖｉ）の１つまたはそれより多くにおいて、１つまたは２つまたは３
つのアミノ酸が別のアミノ酸で置換されているその変異体；
式中、Ｘ１＝ＴまたはＡ、Ｘ２＝ＳまたはＹ、Ｘ３＝ＡまたはＤ、Ｘ４＝ＧまたはＤ、Ｘ

５＝ＤまたはＥ、Ｘ６＝ＶまたはＴ、Ｘ７＝ＨまたはＮ、Ｘ８＝ＮまたはＴ、Ｘ９＝Ｎま
たはＳ、Ｘ１０＝非存在またはＤ、Ｘ１１＝ＡまたはＴ、Ｘ１２＝ＳまたはＡ、Ｘ１３＝
ＧまたはＤ、Ｘ１４＝ＭまたはＩ、Ｘ１５＝ＳまたはＴ、Ｘ１６＝ＩまたはＭ、Ｘ１７＝
ＮまたはＳ、Ｘ１８＝ＮまたはＤ、Ｘ１９＝ＡまたはＧ、Ｘ２０＝ＧまたはＡ、Ｘ２１＝
ＮまたはＹ、Ｘ２２＝ＡまたはＳ、Ｘ２３＝ＦまたはＹ、およびＸ２４＝ＨまたはＹであ
る
を含む、態様１～３のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様５］
ＬＣ－ＣＤＲ１が、ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＤＹＥＴＨ（配列番号１７）、ＡＧＳＹＳＮＩＧ
ＤＤＹＥＴＨ（配列番号２０）、ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＨ（配列番号２４）、ＴＧ
ＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＮ（配列番号２７）、ＴＧＴＳＳＤＶＧＧＹＮＹＶＳ（配列番号
２９）またはＲＡＳＱＳＩＧＴＤＬＡ（配列番号２１）の１つである、態様４記載の抗体
または抗原結合断片。
［態様６］
ＬＣ－ＣＤＲ２が、ＧＮＴＮＲＰＳ（配列番号１８）、ＧＮＮＮＲＰＳ（配列番号２５）
、ＤＡＳＮＲＡＴ（配列番号２２）またはＤＶＳＳＲＰＳ（配列番号３０）の１つである
、態様４または態様５記載の抗体または抗原結合断片。
［態様７］
ＬＣ－ＣＤＲ３が、ＱＳＹＤＳＮＬＳＡＷＶ（配列番号１９）、ＱＳＹＤＳＮＬＳＤＴＷ
Ｖ（配列番号２６）、ＱＳＹＤＳＳＬＳＡＷＶ（配列番号２８）、ＱＱＲＳＮＷＰＰＴ（
配列番号２３）またはＳＳＹＴＶＦＳＴＬＶ（配列番号３１）の１つである、態様４～６
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のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様８］
ＨＣ－ＣＤＲ１が、ＳＧＧＹＹＷＳ（配列番号３２）、ＳＧＧＹＹＷＡ（配列番号３５）
、ＳＧＧＹＹＷＳ（配列番号４０）、ＧＹＹＭＨ（配列番号３７）、またはＤＹＹＩＨ（
配列番号４３）の１つである、態様４～７のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片
。
［態様９］
ＨＣ－ＣＤＲ２が、ＹＩＹＹＳＧＳＴＹＹＮＰＳＬＫＳ（配列番号３３）、ＹＩＹＹＳＧ
ＴＴＹＹＮＰＳＬＫＳ（配列番号４１）、ＷＩＮＰＮＳＡＧＴＮＹＡＱＫＦＱＧ（配列番
号３８）またはＷＭＳＰＤＳＧＡＴＹＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号４４）の１つである、態
様４～８のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様１０］
ＨＣ－ＣＤＲ３が、ＥＮＦＧＡＦＤＨ（配列番号３４）、ＥＮＦＧＳＹＤＹ（配列番号３
６）、ＥＧＡＤＧＩＹＹＦＤＹ（配列番号３９）、またはＤＴＹＧＨＤＹ（配列番号４５
）の１つである、態様４～９のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様１１］
以下のＣＤＲ：
【化２】

を取り込む少なくとも１つの軽鎖可変領域を有する、態様１～１０のいずれか一項記載の
抗体または抗原結合断片。
［態様１２］
以下のＣＤＲ：
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【化３】

を取り込む少なくとも１つの重鎖可変領域を有する、態様１～１１のいずれか一項記載の
抗体または抗原結合断片。
［態様１３］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合可能で
あり、軽鎖および重鎖可変領域配列を含む、場合によって単離された、抗体または抗原結
合断片であって：
軽鎖が、ＬＣ－ＣＤＲ１：Ｘ１ＧＳＸ２ＳＮＩＧＸ３Ｘ４ＹＸ５Ｘ６Ｘ７（配列番号４６
）、ＴＧＴＳＳＤＶＧＧＹＮＹＶＳ（配列番号２９）またはＲＡＳＱＳＩＧＴＤＬＡ（配
列番号２１）の１つ；　ＬＣ－ＣＤＲ２：ＧＮＸ８ＮＲＰＳ（配列番号４７）、ＤＡＳＮ
ＲＡＴ（配列番号２２）またはＤＶＳＳＲＰＳ（配列番号３０）の１つ；　ＬＣ－ＣＤＲ
３：ＱＳＹＤＳＸ９ＬＳＸ１０Ｘ１１ＷＶ（配列番号４８）、ＱＱＲＳＮＷＰＰＴ（配列
番号２３）またはＳＳＹＴＶＦＳＴＬＶ（配列番号３１）の１つ、に少なくとも８５％の
全体の配列同一性を有する、ＬＣ－ＣＤＲ１、ＬＣ－ＣＤＲ２、ＬＣ－ＣＤＲ３を含み；
そして
重鎖が、ＨＣ－ＣＤＲ１：ＳＧＧＹＹＷＸ１２（配列番号４９）またはＸ１３ＹＹＸ１４

Ｈ（配列番号５０）の１つ；　ＨＣ－ＣＤＲ２：ＹＩＹＹＳＧＸ１５ＴＹＹＮＰＳＬＫＳ
（配列番号５１）またはＷＸ１６Ｘ１７ＰＸ１８ＳＸ１９Ｘ２０ＴＸ２ＹＡＱＫＦＱＧ（
配列番号５２）の１つ；　ＨＣ－ＣＤＲ２：ＥＮＦＧＸ２２Ｘ２３ＤＸ２４（配列番号５
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３）、ＥＧＡＤＧＩＹＹＦＤＹ（配列番号３９）またはＤＴＹＧＨＤＹ（配列番号４５）
の１つ、に少なくとも８５％の全体の配列同一性を有する、ＨＣ－ＣＤＲ１、ＨＣ－ＣＤ
Ｒ２、ＨＣ－ＣＤＲ３を含む；
式中、Ｘ１＝ＴまたはＡ、Ｘ２＝ＳまたはＹ、Ｘ３＝ＡまたはＤ、Ｘ４＝ＧまたはＤ、Ｘ

５＝ＤまたはＥ、Ｘ６＝ＶまたはＴ、Ｘ７＝ＨまたはＮ、Ｘ８＝ＮまたはＴ、Ｘ９＝Ｎま
たはＳ、Ｘ１０＝非存在またはＤ、Ｘ１１＝ＡまたはＴ、Ｘ１２＝ＳまたはＡ、Ｘ１３＝
ＧまたはＤ、Ｘ１４＝ＭまたはＩ、Ｘ１５＝ＳまたはＴ、Ｘ１６＝ＩまたはＭ、Ｘ１７＝
ＮまたはＳ、Ｘ１８＝ＮまたはＤ、Ｘ１９＝ＡまたはＧ、Ｘ２０＝ＧまたはＡ、Ｘ２１＝
ＮまたはＹ、Ｘ２２＝ＡまたはＳ、Ｘ２３＝ＦまたはＹ、およびＸ２４＝ＨまたはＹであ
る、
前記抗体または抗原結合断片。
［態様１４］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合可能で
あり、軽鎖および重鎖可変領域配列を含む、場合によって単離された、抗体または抗原結
合断片であって：
軽鎖配列が、配列番号１～７の１つの軽鎖配列に少なくとも８５％の配列同一性を有し、
そして；
重鎖配列が、配列番号８～１６の１つの重鎖配列に少なくとも８５％の配列同一性を有す
る
前記抗体または抗原結合断片。
［態様１５］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体を含むかまた
は発現する細胞に対する、抗体依存性細胞仲介性細胞傷害性（ＡＤＣＣ）を示す、態様１
～１４のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様１６］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体を含むかまた
は発現する細胞によって内在化される、態様１～１５のいずれか一項記載の抗体または抗
原結合断片。
［態様１７］
完全ヒト抗体または完全ヒト抗体断片である、態様１～１６のいずれか一項記載の抗体ま
たは抗原結合断片。
［態様１８］
薬剤部分または検出可能部分にコンジュゲート化されている、態様１～１７のいずれか一
項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様１９］
ペプチド－ＭＨＣ複合体以外のターゲットに特異的な抗体または抗原結合断片をさらに含
む、態様１～１８のいずれか一項記載の抗体または抗原結合断片。
［態様２０］
ペプチド－ＭＨＣ複合体以外のターゲットが、免疫細胞表面分子である、態様１９記載の
抗体または抗原結合断片。
［態様２１］
態様１～２０のいずれか一項記載の抗原結合断片を含む、キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
［態様２２］
ｐ５３のペプチドおよびＭＨＣクラスＩ分子を含むペプチド－ＭＨＣ複合体に結合してい
る、態様１～２１のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲを含む、場合に
よって単離された、ｉｎ　ｖｉｔｒｏ複合体。
［態様２３］
態様１～２１のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲ、および少なくとも
１つの薬学的に許容されうるキャリアーを含む、組成物。
［態様２４］
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態様１～２１のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲをコードする、単離
核酸。
［態様２５］
態様２４の核酸を含む、ベクター。
［態様２６］
態様２４記載の核酸または態様２５記載のベクターを含む、細胞。
［態様２７］
態様１～２１のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片またはＣＡＲを作製するための方
法であって、抗体または抗原結合断片またはＣＡＲの発現に適した条件下で、態様２６の
細胞を培養する工程を含む、前記方法。
［態様２８］
療法において、または医学的治療法において、使用するための、態様１～２１または２３
～２６のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベクターまた
は細胞。
［態様２９］
癌の治療または予防において使用するための、態様１～２１または２３～２６のいずれか
一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベクターまたは細胞。
［態様３０］
癌の治療または予防のための薬剤製造における、態様１～２１または２３～２６のいずれ
か一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベクターまたは細胞の使用。
［態様３１］
癌を治療するかまたは予防する方法であって、態様１～２１または２３～２６のいずれか
一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベクターまたは細胞の療法的ま
たは予防的に有効な量を、被験体に投与する工程を含む、前記方法。
［態様３２］
被験体において、癌を治療するかまたは予防する方法であって：
（ａ）被験体から少なくとも１つの細胞を単離し；
（ｂ）態様１～２１または２４～２６のいずれか一項記載の抗体、抗原結合断片、ＣＡＲ
、核酸またはベクターを発現するかまたは含むように、少なくとも１つの細胞を修飾し、
そして；
（ｃ）被験体に、修飾した少なくとも１つの細胞を投与する
工程を含む、前記方法。
［態様３３］
被験体において、癌を治療するかまたは予防する方法であって：
（ａ）被験体から少なくとも１つの細胞を単離し；
（ｂ）態様２４記載の核酸または態様２５記載のベクターを、少なくとも１つの細胞内に
導入し、それによって少なくとも１つの細胞を修飾し、そして；
（ｃ）被験体に、修飾した少なくとも１つの細胞を投与する
工程を含む、前記方法。
［態様３４］
態様１～２１または２３～２６のいずれか一項記載の抗体、ＣＡＲ、組成物、核酸、ベク
ターまたは細胞のあらかじめ決定した量を含む、部分のキット。
［態様３５］
被験体において、疾患または状態を診断する方法であって、ペプチド－ＭＨＣ複合体を含
有するかまたは含有すると推定される試料を、態様１～２１のいずれか一項記載の抗体ま
たは抗原結合断片と接触させ、そして抗体または抗原結合断片およびペプチド－ＭＨＣ複
合体の複合体の形成を検出する工程を含む、前記方法。
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